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四国でのクモタケIsariaatwicolaYasudaの分布

1991年2月2日の関西菌類談話会第283回例会

における上田俊穂氏の「クモタケの分布」につい

ての発表で，四国地方にはクモタケの発生の報告

がない事を知った。それ以来，徳島，愛媛，香川，

高知の各県を，延べ124回にわたって調査しクモ

タケおよび，その寄主であるトタテグモ類の営巣

地の発見に努めた（表1，図4）。

その結果，徳島県徳島市（1992年7月6日），

愛媛県新居浜市（1993年6月9日），香川県高松

市（1993年7月6日）の3ヵ所でクモタケの発生

が確認できた。また，1993年上記の場所でトタテ

グモを採集し，その同定をクモ類研究家の西川喜

朗氏に依頼したところ，すべてキシノウェトタテ

グモ（Latouchia妙icaKishida）である事が判明

した。トタテグモ類の分布調査はまだ不十分なの

で，クヰタケの存在の確認はトタテグモ属の分布

にも重要な知見を提供するものと思われる。

1）徳島県のクモタケ

1992年7月6日，徳島県城山公園にてクモタケ

の大量発生を確認した。これは筆者の知る限りで

は四国で最初の発見である。確認した個体数は

184であったが，立ち入り不可能で数えられない

場所もあり，おそらく約300個体は発生していた

であろう。発生場所の概要は，シラカシ・アラカ

シ・サクラ類・エノキ・クスノキ・ネズミモチ・

マサキ・ツツジ類・サツキ・クスドイゲ等よりな

る林内の，岩が積み重なっているところ，石垣，

コケ類の生えている山肌などである。（図1）

城山公園は市街地の中にうかぶ島状の丘陵地公

図1クモタケ（1992年7月23日）

佐　野　修　治

園で，植生は主として二次林であり，一部に原生

照葉樹林が残されている。現在では，県が原生林

保護対策として，林内に雨水が滞留し，湿潤な状

態が保たれるようにされている。

1993年6月24日，同じ場所で再度クモタケの発

生を確認し，また，同公園内の新たな発生場所も

発見した。

2）愛媛県のクモタケ

1993年6月9日，新居浜市滝の官公園で，クモ

タケ1個体を確認した。（図2）これは同年5月

7日に確認していた巣穴で，その直径を測定する

ためにペンライトで内部を照らしたところ，巣穴

図2　新居浜市，滝の宮公園のクモタケ幼菌，（1993年
6月9日）巣を切り開き，中のクモタケが見える

ようにしたもの．スケールは1目盛1cm．

内にクモタケの幼菌を発見したものである。同6

月25日には，公園のほぼ全域にクモタケの発生を

見た。おそらく500個体以上はあるものと推定さ

れた。

発生場所は公園の池の周囲の裸地，コケ類にお

おわれた山肌，山麓の遊歩道沿い，石段，石垣の

隙間などであった。発生地の主な樹種はアカマツ
・クスノキ・アラカシ・カェデ・ヒサカキ・ヒラ

ドツツジ・シダレヤナギ・ソメイヨシノなどであ

った。

滝の官公園は，市街地の西方にあるなだらかな

金子山丘陵地にあり，その山頂には金子備後守元

宅の居城跡や古墳などの文化財，その他の施設が

ある。春には桜の名所となる。

3）香川県のクモタケ

1993年7月6日，高松市栗林公園にてクモタケ

を2個体発見した。その内1個体を採集し，徳島



県，愛媛県のクモタケと同様，書見昭一氏に同定

を依頼した。発生場所は，紫雲山山麓の斜面で，

裸地あるいはコケ類に覆われており，その下部に

は一部を石積みにした溝があり，雨上がりには，

山肌から蓼みだした水がトタテグその営巣地を濡

らしていた。その後，7月21日に再度訪れ，キシ

ノウェトタテグモの集団営巣地をくまなく観察し

たがクモタケは発見できなかった。これは観察し

た日が，クモタケの発生時期と合致しなかったた

めであろう。

発生場所の優先樹種はアラカシ・ソメイヨシノ
・アカマツ・ハナミズキ・ヒラドッツシ・コジイ

・クスノキ・ウバメガシ・マテバシイ・クロマツ

などであった。この公園は高松藩主松平が残した

名園で，紫雲山を背景に6個の池と13個の築山が

ある池泉回遊式の大名庭園である。

4）高知県

四国の残る1県，高知県では1991年10月23日か

ら1993年7月20日まで，20回にわたる調査をして

いるが，クモタケもトタテグモも未発見である。

表1の高知県内の観察地点は，環境条件から見て

キシノウェトタテグその棲息，クモタケの発生に

は十分と思われるが，未発見の理由として；（1）

クモタケ発生期と観察時期の不一致，（2）観察地

点の選択まちがい，（3）高知県には分布していな

い，等が考えられる。（3）を結論とするにはまだ

調査が不十分なので，観察の密度を上げるなど，

（1），（2）を再検討してみる必要がある。

5）クモタケの発見方法について

クモタケの子実体は，主に梅雨期から夏（時に

は初秋）にかけて発生し，3～4日あるいはもっ

と短期間に萎凋，腐敗消失する。しかし，寄主の

表1　四国でのクモタケ分布調査の結果

場　　　　　　所 �?ｨ����������WB�調査回数 �4ﾈ5h6ﾘ4X4h6x5�6X4�8(�b��4���8(��5���5��b�

徳島県徳島市眉山 ��涛��C8�C#������C#B�2 冕(��ｦﾘ��Db�冕(��ｦﾘ��Db�

同　上 ��涛8�CH�C��1 冕(��ｦﾘ��Db�冕(��ｦﾘ��Db�

徳島市城山公園 ��涛��C��C�h�����C#��3 冕(��ｦﾘ��Db�冕(��ｦﾘ��Db�

同　上 ��涛(�C(�C#����(�C��8 冕(��ｦﾘ��Db�度�Cht��3x�C#2�

同　上 ��涛8�C��Ch������x�C#��7 滴�C��3H�C���塗�C#H�3x�C#��

愛媛県松山」市松山城 ��涛��CH�C��1 冓h��ｦﾒ�刃 し 刃 し 忍 冓h��ｦﾒ�刃 し、 刃 巳、 刃 し、 

同　上 ��涛(�Cx�C�8�����C#B�3 冓h��ｦﾒ�冓h��ｦﾒ�

同　上 ��涛8�CX�C#�����x�C#"�3 冓h��ｦﾒ�冓h��ｦﾒ�

松山市堀ノ内公園 ��涛(�C(�CH�����(�C#"�7 〇 冓h��ｦﾒ�刃 か 刃 し、 冓h��ｦﾒ�刃 L＼ ヤ 巳、 

同　上 ��涛8�C��C#X����x�C��冓h��ｦﾒ�冓h��ｦﾘ��ﾋ��

松山市東雲神社 ��涛(�Cx�3�8�����C#2�2 冓h��ｦﾒ�刃 む・ 刃 仁、 冕(��ｦﾘ��Db�

同　上 ��涛8�CX�3#�����x�C#"�3 冓h��ｦﾒ�冕(��ｦﾘ��Db�

愛媛県今治市別官大山砥神社 ��涛��Cx�C�R�1 冓h��ｦﾒ�刃 巳、 刃 巳、 刃 か 冕(��ｦﾘ��Db�

同　上 ��涛(�Cx�C#����(�C���2 冓h��ｦﾒ�冕(��ｦﾘ��Db�

同　上 ��涛8�C(�C�h����h�C���2 冓h��ｦﾒ�冕(��ｦﾘ��Db�

今治市今治城 ��涛(�C�(�C���1 冕(��ｦﾘ��Db�冕(��ｦﾘ��Db�

同　上 ��涛8�CX�C#��1 冕(��ｦﾘ��Db�冕(��ｦﾘ��Db�

愛媛県新居浜市滝の官公園 ��涛8�CX�C#�����x�C#"�4 店�C#��3h�C��塗�C���3h�C#R��度�C#(����｢�

新居浜市慈眼寺 ��涛8�CX�C#��1 冕(��ｦﾘ��Db�冕(��ｦﾘ��Db�

香川県高松市玉藻公園 ��涛��C8�C#������C#R�8 冕(��ｦﾘ��Db�冓h��ｦﾒ�刃 ひ 刃 b＼ ト対 し・ 

同　上 ��涛(�C(�C�����(�3��18 冕(��ｦﾘ��Db�冓h��ｦﾒ�

同　上 ��涛8�C��C#x����x�Cb�8 店�C���3h�C���3x�3b�冓h��ｦﾒ�

香川県高松市栗林公園 ��涛(�Cx�C#(���(�C��6 冕(��ｦﾘ��Db�冓h��ｦﾒ�刃 し、 消失） 

同　上 ��涛8�C(�3�x����x�C#��7 店�Cx�3X�C���度�Cht(�8�度�C#��

高知県高知市高知城 ��涛��C���C#2�1 冕(��ｦﾘ��Db�冕(��ｦﾘ��Db�

同　上 ��涛(�CH�Ch������x�C#B�6 冕(��ｦﾘ��Db�冕(��ｦﾘ��Db�

同　上 ��涛8�C��CX������x�C#��6 冕(��ｦﾘ��Db�冕(��ｦﾘ��Db�

高知市筆山公園 ��涛8�Ch�C#�����x�C#��3 冕(��ｦﾘ��Db�冕(��ｦﾘ��Db�

高知市潮江天満宮 ��涛8�Ch�C#�����x�CR�2 冕(��ｦﾘ��Db�冕(��ｦﾘ��Db�

高知市五台山 （竹林寺，牧野植物園） ��涛8�Cx�C#��1 冕(��ｦﾘ��Db�冕(��ｦﾘ��Db�

高知市土佐神社 ��涛8�Cx�C#��1 冕(��ｦﾘ��Db�冕(��ｦﾘ��Db�

＊数字は確認した日付を表す。クモタケの標本番号‥①No・20706－1，②No・30609－2，③No・30706－3
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トタテグモの巣を発見する事は，クモタケ発生期

以外でも十分可能なので，その事にも力を注いだ。

とくに，カ（蚊）のいない時期には落ち着いて巣

の発見に集中できる。また，トタテグその巣の発

見は馴れればそれほど困難ではないので，クモタ

ケの発生期以外にも営巣場所を確認しておけばク

モタケを見つけやすく，また，寄主トタテグその

種の同定にも役立つ。

キシノウェトタテグモの巣（図3）は，丸い「片

開きの蓋（ふた）」のついた，斜あるいは横向き

の深さ数cmのやや屈曲した行き止まりの穴であ

る。蓋には土やコケ類が付着し，非常に分りにく

いが，集中し，かつ馴れると丸い蓋が見えてくる

ものである。（四国各地で測定した蓋の長径は2
～24．5mmであった）。そこでクモタケ発生期以

外は，キシノウェトタテグモの巣穴の位置を調査

しておく事により，クモタケの発見は非常に短時

間に無駄なく行え，極めて能率的である。実際，

愛媛県，香川県ではこの方法で的確にクモタケを

発見できた。

これからもクモタケの探索を通じて，自然界の

全ての生き物の営みを，壊す事のないよう心して

図3　キシノウェトタテグモとその巣．徳島市城山公

園（1993年7月21日）

続けて行こうと思う。

この調査にあたって，樹木の同定は自然観察指

導員高木俊夫氏，クモの同定には追手門学院大学

西川菩朗氏のお世話になった。厚く御礼申し上げ

る。また，貴重な資料の提供と快くご指導頂いた

吉見昭一氏，上田俊穂氏に深く感謝申し上げる。

（〒602京都市上京区千本通り出水下る

西陣グランドハイツ　304）

図4　中国・四国地域のクモタケとキシノウェトタテグモ

の分布

●：クモタケの発見地，＠：キシノウェトタテグモの発見地，

○：両者の未発見地。

数字と曲線は2月の平均気温が40Cの等温線

表1の調査結果を上田俊穂氏の研究レポート

「クモタケ（1iariaaWicohlYasuda）の分布

（予報）」日本菌学会ニュース15号（1990）の

地図を改写し，それに加筆図示したものである。
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北アメリカにもバカマックケがある

日本におけるバカマツタケ発見劇の舞台には，

浜田稔，倉石術および成田伝蔵の三名の役者が登

場する。浜田稔氏の下でマックケモドキの研究を

していた倉石氏が東北大学に赴任し，東北地方の

マックケモドキを調査していた。成田氏（当時青

森県立五所川原高校の教師であった）が倉石氏に

類似のキノコを龍一ばい採集したことがあると伝

える。土地ではバカマツタケと呼んでいるとのこ

とであった。しかし，三人が話し合った結果，ど

うもマックケモドキではないらしいことが判明し

た。即ち，先ず，発生は松林ではなく，コナラ，

ミズナラを中心として広葉樹の林である。第二に，

マツタケ特有の香りがあるらしい（マツタケモド

キには香りはない）。そして，食べると美味であ

ることである（マツタケモドキほお世辞にも美味

とは言えず，しかも煮ると黒くなる性質がある）。

結局，倉石氏は1951年9月に本格的調査を開始す

る。一方，浜田氏は京都府下で同様なキノコがな

いか情報の収集を始める。不思議なもので，人間

は，同じような時期に同じようなことを考えるら

しく，期せずして，マツタケ臭のある近縁種が京

都府下の天田郡菟原や船井郡瑞穂町梅田のコナラ

林で見つかった。土地の人は以前からニタリと称

して，秋に食用としていることが解った。浜田氏

の話によると，本郷次雄氏が措いたこタリも，小

林義雄氏が描いたバカマツタケも画にしてしまう

と「全くマツタケ」であったという程，当時の“バ

カマツタケ”，“ニタリ”ほてツタケそっくりであ

ったそうである。その後，本郷氏＊が正式に，こ

の両者をノミカマツタケと命名して一件落着となっ

た。

さて，その本郷氏の記載によると，バカマック

ケの特徴は「広葉樹林に発生し，マツタケと類似

の香りがあり，幾分小形の子実体を形成する。胞

子は広楕円形，平滑で非アミロイドである。」最

も重要な特徴は「ヒダの縁部に糸状の縁シスチジ

アが密生して不実帯をなしていること」である。

私は，北米大陸に分布するマツタケ近縁種の研

究のため，長期・短期の滞在を含めて十二回の訪

米を続けているが，その間，常に北米における／ミ

カマックケの存在に注意を払って来た。1985年か

ら1986年にかけての滞米中にその存在が確認でき

小　原　弘　之

た。ただし，それ以前，1975年にWashington州

のEllensburgにあるCentralWashington大学の

Dr．D．R．Hosfordのスライドのファイルの中で

私は同種を見つけていたのである。その一枚のス

ライドは，彼がMichiganUniv．の同業者から譲

り受けたもので，0αβ作祝5（日本ではコナラ属）

の落葉が一面に敷きつめられたその上に傘の上部

が茶褐色で周辺が自黄色を滞びた一見，謂ゆる“ニ

タリ”に酷似したキノコが写っていた。私は直観

的にバカマックケであると思ったが，如何せん，

スライドでは臭いが解らない。Hosford氏もその

点は確認しておらず，A門如才血γ由血加わと北米

では呼ほれているとのことであった。このことが

長い間，頭の中から離れず，1985年になってしま

った。私は北米各地の菌学者に上記の写真と特徴

を送りアンケートを求めた結果，3名の菌学者か

ら乾燥標本を含む資料の提供を受けた。いずれも

米国北東部の0〝βγC〝5を主とする林で採集したも

ので，香りが確認できた。しかし，いずれの場合

も発生頻度が低く，私自身は発生地を確認してい

ない。ただ乾燥標本から得られた顕微鏡的デー∵タ

は，本郷氏の記載と極めて類似しており，バカマ

ツタケと位置づけても誤りはないものと考えてい

る。北米で刊行されているキノコ図鑑には，Aγ一

例ブわγわ　0〝dgγPgα（アメリカマツタケ），4．

6αなαれAzgJJgγ才の三種が記載されているが，

Aα埼印加については発生頻度が低いためか，必

しも正確に記載されているとは言えない。日本人

の私達－というよりマツタケ近縁種を研究してい

る私達と言うべきだろう－が払う程の注意力を払

っていないし，彼等にとっては，正にOneOf

mushroomsである。著名な菌学者の図鑑ですら

AcαJなαねについては針葉樹林に発生するもの，

広葉樹林に発生するもの，すべて一括して扱われ

ているので要注意である。さて，残念ながら，発

生地で菌根の観察やシロ構造の解析，微生物相の

調査など基本的な調査ができていないので，正式

な発表には至っていないが，「アメリカにもバカ

マツタケがある」ことだけは確かである。

（〒602京都市上京区今出川通り

同志社女子大学　生物学教室）
＊本郷次雄（1974）：植物研究雑誌．49（10）．294．
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最近採集した比較的稀なきのこについて

森に入ると，たくさんの名前のわからないきの

こに出会います。「当然名前があるはずなんだ

が？」と思われるきのこに出会うと，5年程前か

ら記録しておくようになりました。シーズンオフ

の暇つぶしに調べてみようということで乾燥標本

をつくり，スケッチや厩徴鏡観察もするようにな

りました。しかし，冬になればきのこのことは頭

から消え，貴重な？標本も単なるコレクションに

終わることの方が多くなります。

そんなコレクションの中に比較的稀なきのこが

あったので紹介したいと思います。

①　フタイロベ二タケ

斤JJ∫∫J′川で、／／イ（荘川山一り／ノー川わrJ／（7Yillg

1992年8月23日，信州きのこの会採集会の折に

戸隠高原の森林植物園で会員が採集したもので

す。このきのこは1952年7月に本郷先生が大津市

の茶臼山にて採集し，アイタケの新品種（点那馳庖

Virescens（Zanted．）Fr．f．e7ythγPCei）halaHongo）と

して報告されたものと同種です。

肉眼的特徴

傘：直径50－110mm，はじめ不定形の丸山形，

のちに中央部の凹んだ扁平形になる。幼菌では

汚草色。成長にしたがって傘の表皮がひび割れ，

周辺部より血紅色～小豆色に変色していく。成

菌では全体に血紅色～小豆色のかさぶた状表皮

になる。凹んだ中央部は汚草色で，血紅色のか

さぶた斑，周辺部は血紅色の地に小豆色のかさ

ぶた斑となる。傘の縁部はひび割れて切れこみ

が入る。肉は充実しており白色。辛味及び，変

色性はない。

ひだ：柄に離生し幼菌では白色，成菌では自桃色

で，縁はなめらか。幅は約86mm，長さ42－45

mm。変色性はない。

柄：白色。長さ55－80mm。径は柄の上部で15－25

mm，下部で17－27mm。上下ほぼ同大で円柱

状。表面は平滑であるが，ツチカプリに似たう

ねりがみられる。肉は白色で充実。変色性はな

い。

靡徴鏡的特徴

胞子：球に近い楕円形，7．5－8×5．8－6．9／Jm

担子器：紡錘形で35×5・8－9／Jm，4胞子をつけ

る。

縁シスチジア：棒状で30－43×8．6－10／Jm

側シスチジア：梶棒状で42－68×8．6－11．5／Jm

塚　田　哲　丸

柄シスチジア：棒状で38－50×9．2－10．3′∠m

試薬による呈色反応

KOH：傘は桃色を帯びた肌色（5分後），柄は淡

い蜂蜜色

H2SO4：傘は桃色を帯びた肌色

FeSO4：ひだは桃色を帯びた肌色，柄は黒色（5

分後）から赤褐色（20分後）
フェノール：傘は紫褐色

グアヤク脂：傘・ひだ・肉は焦茶色から濃青色

（20分後），柄は濃青色

メ′∫竺　槻、，g禁塑　　址誓。
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②　ツバヒラタケ

PleuYVtuSdwinus（Pers．：Fr．）Kummer

原色日本新菌類図鑑（1）p．26に（Imai1938；

伊藤1959）として記載されているきのこです。欧

米の文献によるとヨーロッパ・北米・アジア・

オーストラリアの広い地域に分布している一般的

なきのこのようですが，日本では過去に奈良県・

栃木県・北海道で採集されているだけですから極

めて稀なきのではないかと思います。山中勝次氏

は奈良県でケヤキに発生していたツバヒラタケを
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採集し，同菌の培養に関して菌学会で発表されて

います。氏によれば，この菌は培養すると特異な

厚膜胞子をつくるそうです。採集場所は標高約

2000m，コメツガの生木上でした。

肉眼的特徴

傘：40－150mm，凸レンズ形から扁平のヒラタケ

形に開く。幼菌では白色，香色から成菌では灰

褐色となる。表面は香色～淡黄褐色の繊維毛に

被われる。成菌になるにつれて表皮の所々がひ

び割れてはげ上がり白色の実質が露出する。中

央部はとくにうろこ状及びかさぶた状になる。

縁都は成菌になっても内側に巻き込み，幼菌で

は縁から脱落しやすい膜片が下がっている。肉

は白色で弾力に富み充実している。無味・無臭

（わずかに類松脂臭）。

ひだ：幼菌では白色，のちにクリーム色になる。

柄に深く垂生する。

柄：20－120×10－40mm。上下同大か，下部の細

まる逆円錐形。白色～クリーム色で表面に綿毛

状の繊維毛が見られる。幼菌では柄の上部に薄

い膜状のツバがみられるが，消失しやすい。肉

は白色で緻密。変色性はない。

発生：コナラ層，ニレ展の広葉樹及びトウヒ・ツ

ガ等の針葉樹の枯死部分に単生から重生する。

顕微鏡的特徴

胞子：9－13×3ふ4．8〃mで長い楕円形。扁平率0・

56～0．67　胞子紋は白色

担子器：長い棍棒状で30－100×5・8－8／Jm　4胞子

をつける。

シスチジア：みられない

試薬との塁色反応

KOH：柄のみが淡黄色

FeSO4：ひだはサーモソピンク　柄は淡黄色

把手　　　　　　　　‥5。。　　纏う思

溝nl
7＼．■jJJへ十g仰

Jd〃∩

叫J転　ult

図2

（〒399－81長野県南安曇郡郷村明盛4875）
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国際東洋医学会における霊芝の研究

台中での霊芝展示室

第七回国際東洋医学学会が，人口80万人の台中，

中医学院薬学部・医学部講内で開催された。ドイ

ツ・韓国・台湾からの医史学宿題報告の座長と一

演題をエントリーしていたため出席することとな

った。パネルディスカッションを含め，漢方療法

（基礎，臨床）の演題は500余，結果私は朝から

3日間会場に釘づけとなった。最終日の昼食後，

以前より友人副学長の吟先生から聞いていた，大

学講内に新設された漢方博物館を見学した。博物

館3階に霊芝のコーナがある。ここには天然野生

奥　沢　康　正

霊芝，人工栽培霊芝等のカラフルな霊芝のパネル

写真が展示されている。

天然野生霊芝のコーナーにはサルノコシカケか

らカワラタケ，その他のヒダナシタケ目の内九号

菌，猥板発等と書かれたキノコがずらりと並び，

在植物分類学上属於眞菌門（E〟〝ひC嗜め・お），担子

菌網（βα5寝わ〝叩Cgわざ），多孔菌目（A）加わmJgg），多

孔菌科（A）わ頻用Ceαβ），芝族（Cα乃Odgγ∽α）が含まれ

ると記載されており，霊芝（G（7〝Odgγ∽αJ〝Cfd〟∽）

はわずかばかり。

人工栽培のコーナーには，同じ様な形をした光

ー　7　一



沢のない多くの霊芝が展示されていた。パネル写

真には赤芝，黒芝，自芝，紫芝，黄芝，青芝等の

非常に美しい六種の霊芝が展示されていた。白芝，

董芝はそれぞれツガルサルノコシカケ，コフキサ

ルノコシカケであった。

天然の霊芝の展示にはマゴジヤクシは見られ

ず，まして故宮博物館にあるすほらしい芸術的な

霊芝とは比べ様もなく，きのこ展示としてほ極め

て貧弱なものであった。もっとも，薬物学的分類

から六芝の“色”はあくまでも見た目どおりの「色」

であり，菌分類学とは全く異なっていることを再

確認出来た。午後より展示責任の0先生に面会

を求めたが結局時間が取れず，日本から持参した

おもしろい足の形をしたマゴジヤクシをお土産に

受付嬢に渡し展示場を後にした。その夜，台中産

のお土産がどっさりホテルの部屋へ届けられてい

るのを知ったのは夜も遅く，残念ながら今日まで

0先生とは連絡の取り様もなくそのままになって

いる。

台湾とわが国での霊芝に関連した研究

台中中国医療学院で開催された第七国際東洋医

学会（1992）における霊芝の研究4題は中国医薬

学院による「台湾産の霊芝の抗癌作用についての

研究」「台湾高山の赤霊芝が人体生理に与える影

響についての研究」および中国医薬学院生理学教

室「霊芝のSuperOxideDismutase（SOD）につい

ての研究」（国立台湾大学・国防医学院植物学・

薬学部）「鹿茸，人参，霊芝の注射液による免疫

反応による影響」（韓医科大学鍼灸学教室）であ

った。

それぞれの要点を述べると，第一の報告は「台

湾産霊芝の3種のお湯の抽出液（GLDE，GALD，

GCDE）を初期癌，末期癌のマウスに姜口授与し

た結果，初期癌にはGALDが末期癌にはGCDE

が最良」であった。

第二の報告は「台湾高山の赤霊芝の水の抽出液

を人間に投与した場合は，急性毒性の試験，健康

人の心拍数，呼吸数，心電図への影響について検

討した結果，人間の血圧に良好な降圧効果を認め

心拍数を著しく減少させた」であった。

第三の報告は「霊芝の成長期を5段階に分け，

それぞれの霊芝のSODを電気泳動法で分析した

結果，異なる成長段階の霊芝はすべてSODの同

功酸素に抑制作用を認めた」ことであった。

第四の報告は「マウスに霊芝の水あるいはアル

コールの抽出液を注射し，腫瘍免疫学の観点から

脾臓のKNCAを測定した結果，有意差を認めた」

であった。

以上の4題中前3題が中国語，最後の演題は韓

国語で発表され，それぞれ英語に訳され聞くこと

になった。スライドはいずれも手書きが多くやや

読み取りにくい所もあったが，成長段階での3種

の霊芝（これもやはり赤芝，青芝，黒芝に区別し

た万年葦）の電顕・写真は非常に鮮明であった。

台湾での霊芝ブームは思ったより根強く非常に

アカデミックな要素を取り入れ，現代医学を駆使

して発表している現状を見た。そこでわが国にお

ける霊芝に関する学術研究を振り返り今日の研究

の最先端を見てみたい。

日本では古来より万病に用いられてきた生薬で

はあるが自生しているものが少なく，入手が困難

なことから，珍重され「仙薬」と呼ばれていたが

1946年人工栽培が成功するに従い薬理作用，成分

等の学術的研究が盛んに行われ出した。

薬理作用として血圧降下作用①，高脂血症状善

作用②，血小板凝集抑制作用③，抗トロンビン作

用④，ヒスタミン遊離抑制作用・⑤，抗アレルギー

作用⑥，抗腫瘍活性作用⑦，その他中枢神経抑制

作用，気管平滑筋の痙攣解除作用，肝臓保護作用

等が報告され，これらの成分のうち1982年，

ganodericacidA及びBの構造式が久保田等によ

り決定され，特に1984年よりテルペノイドと多糖

類の研究が多く行なわれ，それぞれの単離品の薬

効が報告されている。

しかし報告例のほとんどが動物実験段階であり

学術的臨床研究例は極めて少なかった。1988年頃

より1990年にかけて富山医科薬科大学・和漢薬研

究所・病態生化学部門より「霊芝成分によるNK

細胞活性増加機構の薬理遺伝学的解除⑥」，1990

年「霊芝成分の免疫機能調整作用に及ぼす影響に

ついて⑦」「コレステロール負荷後の動脈硬化性

病変に対する霊芝の効果⑧」いづれも1990年のマ

ウス実験より1992年「進行肺癌化学療法付帯例に

対する非治癒切除および和漢薬（G（Z附くおγ椚α

J〟Cfd〟椚）併用の効果について⑨」と題し富山医

科薬科大学外科教室付属病院救急部が肺癌非治癒

切除例6例に霊芝熱水抽出エキス750mgの連日

半口投与（株式会社ベンソニック製）を行い，6

ヶ月以上の経過例ではいずれも増悪傾向なく，長

期の延命症例を得たと報告されている。

今日のわが国の多くの健康読本の中には霊芝液



（発酵液），霊芝チンキ（20％濃度，生薬の6g

に相当），霊芝錠（一錠は生薬の0．5gに相当），

霊芝注射液（1cc中に成薬0．5g～1g），霊芝シロ

ップ等が販売され，臨床応用には何と慢性気管支

炎，気管支喘息，白血球減少症，冠状動肺硬化性

心疾患，不整脈，肺癌抑制，急性ウイルス性肝炎，

重症筋無力症胃漬傷，消化不良等の慢性胃腸疾患，

腎炎，各種のきのこ中毒を初めとして桂肺，糖尿

病，甲状腺機能克進症，アレルギー性鼻炎，リュ

ウマチ性肉節炎，リュウマチ性心臓病にも試用さ

れ効果を認めた等の発表があり，万病に効く錯覚

におちいる。

しかし，いずれにしても今後の臨床実験デー

ターの積み重ねと，基礎実験により確立して行か

なければならない問題であり，臨床の唯一例に著

効した等との報告による安易な薬効を発表するこ

とだけは出来るだけ慎むべきと思う。

（〒621京都市西京区桂千代原口72－13）
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薄蓋域た．清慣ヱ

龍限蜂錯鎧，絶眼統　′り上りクリタケはむ朽葉用植物図鑑i－．．．工軋和名

・‥・．－●ヽ　　　一・l

光庵胤崩鑓

柔黄，剰三㌧　棄取　崩休眠．桑苗伝，薫什億

雑麻，菌症

書　紅怜仲，集砂菌，捌腹腔菌．緋紅栓南

挨軋　綱紋罵勅，綱租J欠如

左t頂地早，地犀．目早菌

－　9　－



セ　ミ　タ　ケ　の　ホ　スト　は？

シロマキセミタケ（仮称）の採集報告

セミタケ（Co74ycePs sobor的Ya（Hill．）Berk et

Broome）はわが国では栃木県以南の各地に広く

分布している。時として1カ所で大発生するなど，

冬虫夏草菌としては比較的多産する普通種とみら

れている。特筆すべきことは，寄主であるセミ幼

虫が国内ではニイニイゼミ（P血相Jg〝用　烏αβ椚♪一

々γわ　に限られる。と信じられている点にある。

多くの図鑑にもニイニイゼミをホスト。もしくは

ニイニイゼミ生息地にのみ発生すると記載されて

いる。

筆者は1988年7月19日，京都府宇治市において

アブラゼミ（Gれ坤呼ぶdJrα乃な印面ざCαα）をホスト

とする　C．50∂0㌢的和　と思われる1個体を採集し

た。以後1993年まで40数個体を採集しているので

概略を紹介したい。

子座は柄を持ち地中にあるアブラゼミ幼虫頭部

より1本，稀に2～4本生じ，こん棒形肉質，高

さ5～7（10）cm，未成熟では淡褐色，成熟にとも

ない子座表面は茶褐色となる。ペリテシ了は埋生

形で先端部がわずかに突出する。

C．50∂0γ姉川に見られる基部のコブ状突起はな

いか，ほとんど目立たない。ホストは例外なく白

色菌糸に完全に包まれ，種の同定には菌糸膜の切

開が必要である。（写真参照）

発生地はソメイヨシノ，カユデ，イロハモミシ，

杉　山　信　夫

クロカネモチ，7ラカシ等の混植地。発生個所で

の土壌pHは（6．2）6・5～6・7であった。

同採集種は大形であること，ホストが7ブラゼ

ミであること，ホスト全体が白色菌糸に完全に包

まれていることの点を除けは，外見はC．50み0γ娩作

に酷似する。子のう，子のう胞子等も既知のセミ

タケと区分する明確な特徴，相違点は認められな

い。また，同所でニイニイゼミをホストするセミ

タケ　C．50み0γ娩作　も少数ながら混在して発生す

る。

この標本の検討を願っている吉見昭一氏は，こ

れにシロマキセミタケの和名を提案された。本種

の特徴である虫体が白色菌糸に包まれている状態

を顕す通名であると考えている。

ここでは採集報告をするにとどめた。会員諸兄

の各地での調査を望みたいとの予告的稿であり，

今後さらに多数の標本を検討の上，あらためて報

告するつもりでいる。

（京郡市伏見区向島藤ノ木町72－9－ト1020）

1993年度　活動の記録（上半期）

第304回例会　橿原神官菌類観察・採集会

日　時：1993年7月11日（日）曇り後晴れ

67名参加

場　所：橿原市橿原神宮境内（シイ・カシ林）

今年，初めての採集会とあって，待ちに待って

いた67名の参加でにぎやかであった。今年は比較

的雨が多く，121種とたくさんのきのこが採集さ

れた。採集品のなかでは，初めて採れたオニフス

ベに注目が集まった。

一万，昨年沢山採集されたセミタケほ少なかっ

た。採集会の直前に長雨が続いたせいで新鮮な個

体が少なかったのが残念であった。（荒井　滋）

採集品リスト

1f）わ〟γ0ねは♪㍑刑0乃αγ〟ざ　　　　　ウスヒラタケ

2Scあた嗜め－JJ〟研CO粥川㍑乃β　　　　スエヒロタケ

3ム用抽W的路払矧妨那　　　　　イタチナミハタケ

4劫伊叩庖sp．　　　　　　アカヤマタケ属

5A頭椚ゆ加憫弓叩坤〝血南b　　　　ヤブラタケ
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6エαccαγfαα刑ef九ySfeα

7エαccαγ才αめ‡αCg0α〃gJ由乃βα

8エαcc（γα0桁g乃∫ね

9上砂ねα50戒血

10Co砂鋸α　〟かγαCgα

11Co物′鋸αSp．

1コ（）J〃7「〃〃川由（仙♪JJ（7川J

l3．1Jr川…〃／JJ∫♪JJ／（イJり1小、∫

1．1．1かハ7∫研／JJ∫仙J．1イ川JJJ

ウラムラサキ

カレバキツネタケ

キツネタケモドキ？

コムラサキシメジ

エセオリ　ミキ

モリノカレ／ミタケ属

ビロードツユタケ

ハナオチ／ミタケ

オオホウライタケ

15ルね和5椚才〃ざSp．　　オオホウライタケ近縁種

16肋和ぎ刑才〟SSp．　　　　　ホウライタケ属

17〃ycg乃α♪〟α　　　　　　　　　　サクラタケ

18秒めてゆ〟ざノわcc少gS　　　　二セアシナガタケ

19ズβγ0〝ゆαJ〝αCαゆα乃βわ　ヒメカバイロタケ

20qやわJm椚αα頭和ね　　　　　ダイダイガサ

21Aナ〃α乃ブお力γわ‡05α　　ヒメコナカブリツルタケ

22ノ如搾α乃グα　α乃摘grわα　　　　　　　テングタケ

23A仙川元日都葎お　　　　　　　テングツルタケ

24A∽α邦ねがdg玩αねVar．カ血α

カバイロツルタケ

25ノ1ナ乃α乃加わ画才γブαねタマゴテングタケモドキ

26ノ椚α乃ね，極なわ膵α　　クPタマゴテングタケ

27A〝‡α加わ頭ゐ5αCgα

28A刑㈲扇ねsp．

291匂わαγgeJJαざ〟古物わrg

30肋cr0妙わねSp．

31エβ〟COC坤rg乃〝50ね〟g刀5ゐ

32Ag昔γグC〝∫αわγゆfg∂〟J∂〟5

33ノ1g提rfc〟SSp．

ヘビキノコモドキ

キリンタケ近縁種
コフクロタケ

カラカサタケ属

ミイノヒガサタケ

ウスキモリノカサ

ハラタケ属

34上砂わねSp．　　　キツネノカラカサタケ属

35Cqγわ〝5∽わαCg〟5

36C（かわ〝5γみね坤ゐ0柑5

37凸α拘り柁肋の乃血JJぬ乃α

38乃α毎γe血sp．

39Agr0印加qJ乃drαCgα

刷．＼17川J‘油／〃川りi7∫‘・J川／の1、

41血叩加血加

42月ゐod坤わ，JJ祝5Sp．

435わ℃鋸わ〝ぴCggCO鱒極言〝ざ

445〝オ〃〟5g7Ⅶ乃〟血払5

45物JJ坤0γ〝ざ∂β肋5

．16一Y川灯り〃川∫JJJ仙りm〃由HJ∫

√．Ⅵ・J・り（・刷仙川癌…相川加納

48gβγOCO桝〟gSp．

」リβりんイJ′∫／‖■7、（、J′んJ／JJJ

キララタケ

ホソネヒトヨタケ

イタチタケ

ナヨタケ属

ヤナギマックケ

ニガクリ　タケ

キイロアセタケ

イッボンシメジ属

オ二イグチモドキ

チチアワタケ

キヒダタケ

アワタケ

クロアザアワタケ

アワタケ属

ヤマドリタケモドキ

50月0おれば〃わあceq極gC〟ざ　ムラサキヤマトリタケ

51月0わ〝ざ頭gcわざ〝ざ

52＆蘭お力融胴朋

53月oJefαSp〟ルビγ〟Jg乃ね5

547サJ坤グbgがグ乃0g0∂γ〟乃乃g〟5

55乃′わかわざSp．

56月〟55〟お力ゆ0乃Gα

57助脚祓藩邪的肋

58jねぎ5ぴあco椚♪αCぬ

59助郎血藩政邪

60月匁∬徴bsp．

61月αSS〟Jαgα〟rOCeγ㍑5才

アカジコウ

コウジタケ

イロガワリ

ブドウ二ガイグチ

ニガイグチ属

シロハツモドキ

クロハツモドキ

アカカバイロタケ

クサハッ

クサハツ近縁種

クサハツモドキ
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62月お∬甜わ

63月〟SS〟肋

64月〟gS〝わ

65月α∫5〟Jα

66月〝55〟わ

67月〟55〝わ

68月お∬耽わ

69風邪淵庖

♪（・。／／mJわノー「九一J

り・（川り．＼■‘川仙J

〃ggC（Z

JJJ（7／●JfJi

（JJJJ（）くりJ（J

J、J／1’ざ（、√〃∫

Cαざね乃噌5才ゐ

70月〟SS〟JαカⅥggJね

71月〟gS〟わβ椚gff（V

72兄那渕血sp．

73エαCねγ〟5gとγα摘わ

クシノハタケモトキ

キチャハツ

カワリハッ

チギレハッタケ

ニオイコベニタケ

ムラサキカスリ　タケ

アイタケ

カレバハツ

コべニタケ

ドク〈ミニタケ

ベニタケ属

クロチチダマシ

74エαCねrg〟5g〟妙Jわ7才ゐ聯J〝ざ

ヒロハウスズミチチタケ

75エαCねγ〟ざgれαCgね

76エαCねrf〟SS〟占zo乃αγグ〟5

77上〟。たけ／J′∫申わく、／J†∫

78エαCねrg〟ざα烏αゐαね〟

79エαCねrf〟gSp．

80C（邦がαγgJ〝gC路αγ〝5

81C（乃摘α柁J〟∫Sp．

82　Cわがαrfα〃gr椚gc〟わrgg

83見川腸液秋涼sp．

84C血相Jわ7αCrあわぬ

85CJα相だ乃αSp．

86月帝や0γ〟5　α毎和地γ

ド7月）恒…▲J†＝（JJJ〟〃いざJ付

88　も妙0γαgαγC〟αγわは

89fわらや0mg∂αd言祝ぎ

90〟われゆ0γ〟Sがβγ〝fc砂gS

リl G（川り（7げJ〃〟／m・／（7〃川

92　αW壷日面侮庖

tH．－h／川ぐ〃∫小耳／●（り情イタイ川∫

叫　ぶ。／川J（JげJ招J（J作り／〟／J川J

955－CおrOdβr椚αSp．

96Cr〟Cブ∂〝J〝刑Jgα〃β

97Ggαgfγ〝椚Sp．

98エα乃噌わ〝妙0〝わα

99Cや攣苧空か牢
100Cα才がαJわあ0乃グ那花5才5

101わ′C（ゆβ摘0〝Sp．

アシボソチチタケ

こオイワチチタケ

チョウジチチタケ

アカハッ

チチタケ属

アンズタケ

アンズタケ属

シロ　ソウメ　ンタケ

ヒメホウキタケ属

カレエダタケ

カレユダタケ属

タマチョレイタケ

ア　ミ　ヒラタケ

アミスギタケ

アシグロタケ

ツヤウチワタケ

マンネソタケ

アズマタケ

ッチダリ

ヒメカタショウロ

二七ショウロ属

ツネノチャダイゴケ

ヒメツチダリ属

オニフスべ

ノ　ウタケ

オオノウタケ

ホコリタケ属

102Ag〝docoJ〟gSCゐgJJg乃8g曙‡αg　　　サンコタケ

103f）加地∫γ柳わざ〟5　　　　キツネノタイマツ

1047’椚ぬ財布頑励め　　　　　シロキクラゲ

105T柁椚eJJαノbJfαCgα　　　　ハナビラ二カワタケ

106G〟¢わぬ坤α娩〝αγα　　　　　ツノマタタケ

107月〟短αγぬ川押わ‡α乃5　　　　　　　　ゴムタケ

108旅J〃gJわgわざ掠α　アシボソノポリリュウタケ

109ガgJがgJわCγ毎〉α　　　　　　ノポリリュウタケ

110月めβ肋¢ゐ加わgdgg

ナガェノケノポリリ　ュウタケ

111肋椚αγグαゐg椚毎）ゐαβγgcα　シロスズメノワン

112CoゆC申gSO OJ狩れα　　　　　　　　セミタケ

113rぬC／zJ誼わかぬ乃な省α　　　　　オサムシタケ

1140だdgα0乃Ofわ（7　　　　　ウスべニミ　ミタケ属

11571〟∂gγ椚聯αね椚　　シロセイヨウショウロ

1167γわん曙わ55〝∽Sp．　　テングノメシガイ属



117CoゆC坤50秒Cゆゐα由トガリスズメバチタケ

118劾血γα♪grねGαγα　　　　　　フウノミタケ

119教わγぬsp．　　　　　クロサイワイタケ属

120ムαγαα妙わ0由　　　　　　　　　クモタケ

121勧0〝ひCg∫Sp．　　　　　　　　タケリタケ

第305回例会　宇治・興聖寺菌類観察・採集会

日　時：1993年7月25日（日）

51名参加

場　所：宇治市興聖寺境内

台風の影響で豪雨の予報が出されていたが，少
し風は強いもののすっかり天気が回復し，初夏の

陽ざしの中で観察・採集会を行なえた。ひときわ
縁の濃くなった琴坂を登って集合地点に着く。興
聖寺裏山の大吉山・朝日山は落ちついた社寺林
で，麓はシイ林が発達し，尾根にかけてはコナラ

やアカマツが混じっている。
ユニークな形のカブラマツタケなど採集品も多

く，楽しい採集会だった。　　　　（橋星　誠）

採集品リスト

lJ）／r〃川わJ∫∫（JJ川HJl、り∫わ…j扉JJr〃∫

トキイロヒラタケ

2エビ加わ7〝SJゆブdg〟ざ　　　　　　　　マツオウジ

3エαcc（7γ由が加αCg0α〃gJお花βα　カレバキツネタケ

4AmfJぬrggJおお∂gSCg乃ざ　　　　ナラタケモドキ

5CαJJあわ頭0rf〝椚Jαね007才〃αCg〟椚　ヒメキシメジ

ーう▲・l川（川／わ♪ざ川dW、川J州山

イボコガネテングタケ

丁．1仙川／J（7叩・／川（か／t川J／∫f．JJ／わ‘川J…ん止J

テンブタケダマシ

8血相痛侶喝加地var．，極れα

カバイロツルタケ

9A乃α乃ねかg〝d坤0ゆわγわコテンブタケモドキ

104列陀α乃ねCか〝αVar．grねβα

クロコタマゴテングタケ

11A〝α乃ねが0れαね　　　　　　　　フクロツルタケ

12A椚α乃よね頭わざαC紺　　　　へビキノコモドキ

130〟dg椚α乃5才gJわ♪〝dgのざ　　　ビロードツユタケ

14A抑釧府α涙曙玩都南b　　　　　シロオニタケ

15A〝7α乃ブねsp．　　　　　ドクツルタケ近縁種

16A〝7α〝グねsp．　　　　　　　　テングタケ属

17エβ〟CO嘩押γC〟∫γ〝rP古刀C〝5　　7カキツネガサ

18上申わねか紬d耶〝〝わざα

コナカラカサタケモドキ

195－g〟α椚α乃グね〟椚∂077αね　　　　カブラマツタケ

20乃α埴γγgJJαSp．　　　　　　　　　ナヨタケ属

21血叩加お初　　　　　　　　キイロアセタケ

22　Coγめ‡αγf祝5α乃0∽αJ〝5　マルミノフウセンタケ

23　C（γめαγ㍑5gαわγ

ムラサキアブラシメジモドキ

24COrめαγαgSp．

25C7「坤fd）J祝言椚OJJね

26月ゐ0拗わ′〃〝5椚〟rmダブ

27凡払毎物川おり働…海野

フウセンタケ属

チャヒラタケ

キイボガサタケ

コンイロイッボンシメシ
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28殿方gJJα∫α古川わ椚β乃わ5〝5　　　　　　　ニワタケ

29　お力J〟ざαγPわ椚β乃わざαgVar．∂α肌∂〝∫わ7〟5

ヤブニワタケ

30A那加南海知日血地元那　　オオヤシャイグチ

31月oJgねJJ〟gg∽Odg乃5才ざ　　　　　キクバナイブチ

32f）わ′JJ坤0γ〟∫∂gJJ〟5Var．りα乃β∫Cg乃ざ

イpガワリキヒダタケ

33盈mCO椚〟∫Cあり5g乃fgm乃　　キッコウアワタケ

34jお和CO刑〟ざ乃卿椚αC〝わわ′ざ　クロアザアワタケ

35Aα柁0占oJgねぎとゐ紬gね乃〟S　　　ヌメリコウジタケ

36月oJef〟50mα均）gg　　　　　キアミアシイグチ

37月0わ〟SSわ祝ゆわ0わγfJ呼0乃fc〟5

ヨゴレキアミアシイグチ

38励Jgf〟∫カⅦねγ乃〟5

39月oJgねぎかg〟ゐCαJ坤〟5

1日月りん、′〃∫ん7（・／／∫∫／〃目指

41乃頗溺町卸肌画お

42乃わかわざ乃gq佗Jお〝5

43乃頗茄路払肋祓

44乃句弼お肌砲那

コウジタケ

二七アシベニイグチ

ダイダイイグチ

アイゾメクロイグチ

二ガイグチモドキ

キニガイグチ

ホオペニシロアシイグチ

45乃，J坤fJ〝ざγ柳わざ0柁fgc〟bf〟∫　　コニガイグチ

46月αgg〟わノ（ゆ0加の　　　　　　シロハツモドキ

47月αgg〟α〝ZgrGα乃5　　　　　　　　　クロハツ

48戯偶成飢肋叩舟肋　　　　　クロハツモドキ

49月〟55〟br〟みggCg乃∫　　　　イロガワリべニタケ

50月〟55㍍わざg乃ゐ

51月〟5g〟由りα乃拡α乃fゐα

52月〟5g〝血

53月〟5g〟血

54月〟55〟ぬ

55月〟55〟由

56凡那淵庖

57風邪淵庖

58R那馳血

才一t’Jl、rJ

J－J／1’JCt、JJJ

再／ゾ（7／JWhl）花川／丹J′rJ

〝Jわり（〃1、りん7山

。（7∫／（川り♪JJ－〔7六

／高さ（・（・〟

γPSαCgα

59月〝SS〟由良α那加β乃5才5

60点舶用庖sp．　べ二タケ属

61エαCねγ〟5拍βれα〟5

62エαCねγ〝5〃0わ〝〟g

63ム那加カ毎日制Ⅵ喝東

64エαCねわ〟5g紺αゼ露

65エαCねrf〟ざ卯CfJね

66エαCねγ〝5　〟ね〝5

67エαCねrf〟ざ〟gdαβ

68エαCねγグ㍑gSp．

69C血相J乃呼ぶゐ刑かαおα〝α

70Cん7〃〝Jわ7αCrねおお

オキナクサハツ

カワリハッ

チギレハッタケ

アイタケ

フタイロべニタケ

ヒビワレシロハツ

カレバハツ

ウスムラサキハツ

ヤプレべニタケ

ヒナベこタケ

クロハツ近縁種

ツチカプリ

チチタケ

チリ　メ　ソチチタケ

クロチチダマシ

アシボソチチタケ

チョウンチチタケ

シロヒメチチタケ

モチゲチチタケ

ベこナギナタタケ

カレユダタケ

71C血が〟J乃αC乃gγβα　　　ハイイロカレユダタケ

72C血が〟Jわ7αSp．

73鍵αmggゐCγ毎）α

74漉Cれ坤0mgノ肋毎J的γ椚ね

75C明地如撒目前励お

76　CoJJγgcfαCわ川の乃0椚βα

77エg乃Zわざ毎〟桁α

丁ざ　rJィ。／叫－J…J川J｝Jl－〟〃J川J

TtH；（川り（7－－川J‘7〃‘、（巾J♪棚ノー（、〃川

カレユダタケの仲間

ハナビラタケ

ウチワタケ

ヒトクチタケ

ニッケイタケ

カイガラタケ

シハイタケ

マゴシャクシ

80g拘わ‡gぬ可ゆ由〝αお　　コフキサルノコシカケ

81077乃ねむαJあお　　　　　　　　　　　　アズマタケ



82ag〟（わcoJ〟5gCJZgJJg乃∂β7gZαβ

83ノα〝ざわあ0禦βクや

さ・1．4〃タイ川んJJ・／（川でけJ■（・JJ／（7

サンコタケ

コイヌノエフデ

キクラゲ

85月kJがβ地椚αCr坤〟SVar．椚αC71坤αざ

ナガェノチャワンタケ

86CoゆC¢5Sp．　　　　　　シロマキセミタケ

87めわγαCαゆ坤揖α　　　　　ホソツクシタケ

8875αrfαα如）グcok　　　　　　　　　　クモタケ

第306回例会　乗鞍高原菌類観察・採集会

日　時：1993年8月21日（土）～24日（火）

79名参加

場　所：長野県南安曇郡安曇村乗鞍高原（主に
オオシラビソ林・カンノミ林）

昨年より時期を遅らせて実施した結果，天候に
も恵まれ，昨年より種数・個体数ともに多かった。
ツガ林のマツタケの大きさには度肝を抜かれた。

また，ドクヤマドリやオオウスムラサキフウセン

タケなど関西では珍しいきのこも多数見られた。

（佐々木久雄）

採集品リスト

7　月1・Jけり／J†∫り∫／／1・rJわ†∫

2勧如mgの別の1ゆめ′JJ㍑5

3均gJ吋／川門は♪（Jt・／の7〃〃

ヒラタケ

ヤギタケ

アケボノサクラシメジ近縁種

4伽ぼrP gOJJがαCgO〃わ′dゐ

5旦ぼrPq毎sp．

小山。〃扉J〟〃川り川（7／〝椚

丁上∫り♪恒JJ〃〃川り扉血／‘－

8エdCGαγαα椚g物揮おα

9エαccαγα鋸coわγ

10エαccαγダαJαCαZね

11ム坤ゐねsp．

12　rJィ。／川Jり〃J‘川J♪り〃肌、川川

13　7’rJ（ゾいね〃汀7再J即出川J

l1‘r／・ノー（、／Jr）砧仙＝桐かJr／〟んl1

15Trわ／0わ研αかα刑椚坤〟5

16Co物′みね∽αC〝おお

17Co砂∂　αCCrぴαね

18Co妙由如γPMね

19Co妙ねcoo如才

200〝（お肌α乃Sgg肋♪わわや／扉お

ご1．1か（、r〃（J♪J…J

トガリ　ワカクサタケ

アカヤマタケ属

オシロイシメジ

スミ　ゾメシメソ

ウラムラサキ

オオキツネタケ

キツネタケ

ムラサキシメジ属

ミネシメジ

ネズミ　シノジ

マツタケ

カラマツシメ　ソ

アカアザタケ

カブベニチャ

ワサビカレバタケ

タマツキカレバタケ

ヒロヒダタケ

サク　ラタケ

22A∽α加わノbrわ70gα　　ヒメコナカブリツルタケ

23A椚α乃オお肌〟SCαrgα　　　　　　　べ二テングタケ

24A∽α乃f由γ〟占γ彿OJがαね　　ヒメべニテンブタケ

25A〝α乃ね　α乃班βγわα　　　　　　　　テングタケ

26ノ1∽α〝グねがαg川αねvar．〃αg‡乃αぬ　　　ツルタケ

27A∽α加わ〃αgg乃αねvar．♪〟乃Cおお　オオツルタケ

28．4〝7α〝加が（材わ‡αねvar．ル加

カバイロツルタケ

29Amanitahemib（ゆhasubsp．hemibapha

タマゴタケ

30ノ1〝‡α加わがわ℃∫α

31Amα乃よねカfJな加gα

トクツルタケ

タロタマゴテンブタケ

32A椚α〝ねかゆわ7㌢α

33A〝Zα乃ブねcffrg乃αVar

34A級抑止日加加庖

35A仙川放り抜頑那

36Amα〝ねγ〝おgCg乃5

37A椚α乃加増わざαCeα

38A珊胤扇ねsp．

39q′5わdgγ椚αSp．

40f〉如才わねノお肌∽α〝5

41f）／MJ／り／（川∫／mgt7／わ汀7

42血叩加∽肋壷加地

43九0りおγ椚0gα

44劫0秒毎払垣の露

45血叫庖sp．

46月ozわざαゆgrαね

コテンブタケ

cgfγわ‡α

コタマゴテングタケ

フク　ロツルタケ

コガネテンブタケ

ガンタケ

ヘビキノコモドキ

テングタケ属

シワカラカサタケ属

ハナガサタケ

アカツムタケ

アオアシアセタケ

オオキヌハダトマヤタケ

コ／べヤシア七夕ケ

ア七夕ケ属

ショウゲンシ

47CorJわ7αrZαgCわγgcoわγVar．〃〃〃αJね

48　CoγJわ7αγ才〟gC和COJfJ〝5

オオツガタケ

キオビフウセンタケ

49　Coγめはγグ〟∫αJ∂0〃わ血cg〟∫

ウスフジフウセンタケ

50Cor血αγ〝∫和g提乃〟ざ

オオウスムラサキフウセンタケ

51C（γわαγ〟gかれαね

マムシフウセンタケ（仮称）

52Corめαγ〟5少oJ滋〟5　ササクレフウセンタケ

53　Corfわ‡αrgα∫α〝0椚αJ〟S　マルミノフウセンタケ

54　Corfg乃αγゐfgαZ〟γぞ〟g

ノ、イムラサキフウセンタケ

55Coγめαγ〟5おおγね　　アカップフウセンタケ

56Corめαγ〟5gαわγムラサキアブラシメシモトキ

57CorJg乃αrg〟SがわJαCg〝ざ　ムラサキフウセンタケ

訃（㍉勅h椚－J丹r〟扉「〟JJ（わ†／J付

イロガワリフウセンタケ

59　Coγ納αγ〟55〟α路0ひねbc（〟∫

ウスムラサキフウセンタケ

60Co〟わ‡αγf〟∫0如〟5〝5　サザナミニセフウセンタケ

61Corfわ7αrf〟ざα〝77fJぬねぎ

62Corfg乃αrgαgSp．

638gγ∽0秒∂gcわ7乃α別0椚gα

64エkr椚0り毎5g∽ねα乃g〟乃βα

65上）gr椚0αお頭0g乃fcgα

66上）gr椚0りみβ∫α乃g〟わ7gα

67匂，刑乃（ゆfJ〟ざ頭eCわあブJgS

ツパフウセンタケ

フウセンタケ属

ササタケ

アカヒダササタケ

アカササタケ

アカタケ

オオワライタケ

68fIゐαgOCO物′みfαSp．　カワムラジンガサタケ属

69月ゐod坤わ′JJ〟grゐod坤OJf〝5　クサウラベニタケ

70月ゐ0瑚わ′〃〟ざ椚αγmff　　　　キイボガサタケ

71月／‖（わ♪恒／／J†HJM川7／日．（油J†∫

13　－

シロイボガサタヶ

月加d嗜め′JJ〟gC柑5gかざ　ウラベニホティシノン

A7．1イ仇′∫わけ（）J〟／J′J

r／り1吋りJJゆ／川日。川川／‘）∫J′∫

（章明柚WH侶血肝旧

β（）ん・／／J川∫（て汀ノー♪1－∫

SJ†〟hJ♪J（JJ′J

SJf〃山∫♪ん7°油化

SJ†〟晶Jgn▼り／Jtイ

ヒダハタケ

フサクギタケケ

クリイロイグチ

ア　ミハナイグチ

ベこハナイブチ

ゴヨウイグチ

ハナイブチ
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805〟オ肋∫わ椚紺わざ〟S　　　ワタゲヌメリイブチ

81英和COCO椚　C／C／∫β乃ねγP乃　キッコウアワタケ

82Cαわかγ〝ざ拍gγα〟ざ　　　コショウイブチ

83P〟ルビ和みoJgf〟5m〃g刀gJff　　　　キイロイグチ

84β0わ卯5γ誠C〝わ〟ざ　　　ヤマドリタケモトキ

85月oJgJ〝ざ5g乃5才みgJね　　　　　ミヤマイロガワリ

86月oJβ加gSp．　　　　　　　　ドクヤマドリ

87βoJgわ路がわkcg擁sc〟ぶ　ムラサキヤマドリタケ

88月oJgJ〟∫CαJ噌α5　　　　　　アシべニイグチ

89月0わねはαβγg〟ざ　　　　　ススケヤマドリタケ

90月oJgf〟5唾pg乃dfc〟JαJ〟Sミヤマアミアシイブチ

91月0ね〝50血ね乃言わ　　オオダイアシべニイグチ

92βoJgf〝ざ坤gCわざα5　　　　　　　　7カンコウ

93月oJgf〟5如才がeγ〟Jg乃ね‘5　　　　　　イロガワリ

94風壷奴＝融朋毎時那

アメリカウラベニイロガワリ

乃毎祓勘助Ⅶ明知　　　7ケボノアワタケ

乃域繭相加加お　　　ウラグロニガイグチ
7二、・J坤〃〃日日か′’／●わ…′メ

モユキフミアシイグチ

乃J坤fJ〟S〃わ‡050∂柑〝乃β㍑g　ブドウ二ガイグチ

乃JゆfJ〝5乃gq柁JJg〝5　　　二ガイグチモドキ

ムeCCわ川椚β加γβ椚わrfg〃おお　　　7カヤマドリ

ムeCCわ〝桝がβ作ゆgJわ　　キンチャヤマイグチ

ム▼（、（、／J川川J（・rJかて川J

斤九∬〃h

R〟5g〟如

月〟ざ∫㍑血

〟JJ∫JJJJ〟

月〟55〝Jα

点〟55α如

月〝55㍑b

R〝5g〟Jα

111月〟5g加わ

112月〝SS㍑血

113月〟5g〟Jα

114月〃5ざ〟Jα

115R那甜血

116月〟55〟わ

117月〟SS〝Jα

乃ZgrZC（Z乃S

ocゐγOJe〝C（7

．r川川かJ／mJ

（右リJJ／i一方‘J

g∂　γγ〝O rgOあわ

｛・／川ざ

血糊肌W雨

〃打たJC／日刊J

r汀rJ†g川gfJ

わ（、′〃JrJJW川

t二l・〟JM．r（川〃M

ノhJゾ（山

JJん汀川

β〝柁ffcα

爪、りHJJt、／∫r〟

118エαCねγオ〝5

119エdCねγゐ‘5

120エαCねrg〟5

121エαCねrg〟5

122エdCねγわは

123エαCfα7才α5

124エαCねγダ〟5

125エαCfαrf〟5

126⊥αCねrf〝5

♪小川J／J化

がeJJgγβ〟5

！IりJlWJ〟∫

カリ17／d／／

油川rl－∫（、川∫

／H・汗〟J

Jなり′0ねぎ

力．l・卑小川∫

J川・川油仰旧

ヤマイグチ

クロハツ

ヤマブキハツ

二オイべニノ、ツ

クロハツモドキ

ツギハギハッ

クサハッ

クサハツモドキ

イロガワリシロハッ

クサイロハツ

カンパベニタケ

カワリハツ

ウコンハツ

ウスムラサキハツ

ドクべニタケ

ドクベニダマシ

ツチカプリ

ケシ′ロハッ

チチタケ

クロチチダマシ

アオゾノッチカブリ

アカチチモドキ

クロチチタケ

ヌメリ　アカチチタケ

カラハッタケ

127エαCねrf srr　γαeSe乃ね乃β〟5

ムラサキイロガワリハツ

128エdCαγわはC町50γγ如〟5

129エαCねrf〟5α烏αゐαね〟

130C（乃班α柁J〟ぶ　り匂〃d沌〟的γ∽ね

131C由紺γわdゆゐ〝∫物〟肋

132　CんZが〟Jわ‡αCγたわわ

キチチタケ

アカハツ

ミキイロウスタケ

コスリコギタケ

カレユダタケ

ー14

133CJα〃〟Jわ‡α0γ〝α壇）e5

134風洞∽祓り勉は

135月α椚αγぬγ〃みeJb

136月α椚αrfαSp．

137Go∽♪ゐ〟5動ccog祝5

138めわあoJ〝5坤ecわあfJg5

1二村J小か川川Jl小川（ブ〃川

140物血〟別γゆα乃血椚

1417gJゆわわαSp．

ケアシホウキタケ

キホウキタケ

和名なし
ホウキタケ属

ウスタケ

モ　ミ　ンウロコタケ

カノ　シタ

var．αJ∂〟∽　シロカノシタ

142勒d乃β〃〝mCOク7CタでSCg乃g

lLl二　坤前け／／J川川J川†J川川

144秒d乃gJJ〝研5〟α〃gOJg乃S

l・11坤・（わけ肋〃〃庫J■岬わJ川川

146f）ゐgJわdo乃卯がgOJg乃5

147f）ゐβ〃odo乃乃Zgeγ

1485αγ0000乃gα蕗γPS〟5

1495αrCOdo乃椚α軸伽がαg

150月oJg桓如才57g〟CO椚gJが

151均坤如微減油血購

152fわらや0柁JJ㍑5〆C少g5

153f）ゐαgOJ〟ggCゐ細めわなgf

154P加〃わ〟5　〟おγCびわ5〟5

155Co肋イCねcg乃乃α椚0研βα

156劫〝OJ㍑∫αJ〃gOJαrf〟∫

イボタケ属

チャハリタケ

ニオイハリタケ

二オイハリタケモドキ

オオサビハリタケ

クサハリタケ

クロハリ　タケ

ケロウジ

和名なし
クロカワ

カン／ミタケ

アシグロタケ

カイメソタケ

サクラサルノ　コシカケ

ニッケイタケ

ハチノスタケ

157Trgcゐ（ゆね椚ノおCOがわ肋cg〝∽

158月βね和みαSfdわ乃わ75〟Jαγゐ

159⊥αβ妙0γ㍑∫ざ〟砂ゐγ柁〟S

ウスバシハイタケ

レンガタケ

マスタケ

160凡卿軸阿れ痴血涙　　　ツガサルノコシカケ

161月0乃dα柁g棚ブα∽0乃ね〝α　ミヤマトンビマイタケ

162　0才乃αSGα緑γα

163f㍑gC噌0γα0鋸如〟α

164Ⅳfd〟Jα乃わノβ0－わ椚g〃わざα

165f〉ゐα肋∫わ，ゆ〟dfα5

166fなど〝doわあ〟桝がbfわ705〟椚

167Cαわcgmが才∫COgα

168C〟do乃ブαSp．

169即α摘〟krα．伽而血

170エgofα　αγわαf．〟γわα

171月坤0柁JαCわγわα

サンタケ

カバノアナタケ

コチャダイゴケ

スッポンタケ

二カワハリ　タケ

カワホウキタケ

ホティタケ属
へラタケ

ズキンタケ

ビョウタケ

172月gJがgJお肌αCγ坤〝5Var．刑αC71ゆ〟5

ナガエノチャワンタケ

173CoγめC¢gmfJfねγね

174CoゆC勿5C（ゆブおお

サナギタケ

タンポタケ

175CoゆCゆg坤ゐ海面5gOfdgg　　ハナヤスリタケ

176CoゆCゆざ∫0みoJ的和　　　　　　　　セミタケ

177伽0〝ひCgざSp．　　　　　　　　タケリタケ

この例会の催しの一つ，きのこクイズの成績

優秀者は次の方であった。

（最優秀賞）加藤わせ，（優秀賞）宮内信之助，

（努力賞）宮田繁・塚田哲丸

世話人の不手際で成績の発表と表彰を怠った

ことをお詫びします。賞状とささやかな賞品を

記念写真送付時にお送りします。

■

〇

　

6

　

7

　

　

　

8

　

9

　

0

　

1

　

2

　

3

　

4

－

〇

　

6

　

7

　

8

　

9

　

0

9

　

9

　

9

　

　

　

9

　

9

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

1

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1



きのこ西東

山手万知子

ここ3～4年間に出版されたきのこ関係の書籍

で手持ちのものを紹介する。もれたものがあるか

もしれないが，その際にはご連絡をいただければ，

本屋に走ろうと思う。

内容に関してはどれもすぼらしいものだが，い

わゆるきのこの書物に対しての目が肥えてきた読

者をどれだけひきつける内容や切り口が探せるか

が，今後の課題になりそうだ。

1990

・青森県きのこ雑学散歩／成田伝蔵／東奥日報社800

・キンダーブック10　きのこ／高山　栄／フレーベル

館360

・栃木のきのこ／萩原基経／月刊さつき研究社1，800

・新版　青森県のきのこ／成田伝蔵著　菅原光二写真

／東奥日報社2，300

・石川県産　きのこ検索図鑑／／池田良幸著　本郷次雄

監修／橋本確文堂企画出版室1，500
・きのこの森の雑記帖瀧口道弘葦書房1，854

1991

・北海道きのこ図鑑／高橋郁雄／亜璃西2，800

・傘の色で見分ける　ザ・きのこ／岩手県菌類研究同

好会写真部／岩手日報社1，800
・小学館のフィールトガイドシリーズ10　きのこ／菅

原光二小学館1，800

表紙によせて

・フィールドセクション　きのこ／成田俸蔵編集協力

／北隆館1，800

・秋田きの図鑑／畠山陽一／無明舎出版2，500

・しあわせなキノコ／伊沢正名・寮美千子／思索社

1，500

1992

・山菜・きのこ・木の実　フィールド日記／水野仲彦

／山と渓谷社2，000

・フィールド版　キノコの本／松川　仁／／丸善株式会

社1，700

・日本の毒キノコ150種／小山昇平著　本郷次雄監修

横山和正協力／ほおずき書籍株式会社2，300
・広島県のキノコ／／比婆科学教育振興会・広島きのこ

同好会／中国新聞社2，600
・見分け方と食べ方　きのこ入門／内田正宏・川嶋健

市／主婦と生活社1，200
・ポケット　きのこ／清水大典・伊沢正名／家の光協

会1，000

・熊本のきのこ／熊本きのこ会編著　本郷次雄監修／

熊本日日新聞社2，500
・夢自然　きのこ1／山と渓谷社1，200

1993

・夢自然　きのこ2　きのこの目利き／山と渓谷社

2，500

・きのこ学放浪記／四手井淑子／海鴨社

・キノコとカどの生物学／原田幸雄（中公新書1132）

680

・小林路子画集　きのこ／山と渓谷社3，000

・biosphere（／ミイオスフェア）　No．1，No．2，No．3，

No．4，No．5，No．6／農村文化杜　各500

・キノコの化学・生化学／水野　卓・川合正充／学会

出版センター
・きのこ学／古川久彦編著／共立出版

・きのこ中毒／山下　衛・古川久彦／共立出版24，000

チャヒメオニタケ　　　　　q，StOdermaterreii（BerkqBr・）Harmajain

平編集委員（以下，平）：えらいこっちゃ。どないしょう。

編集長（以下，良）：なにを騒いどるのや。

平：いや，表紙写真の持ち込みが全くあれへんかったんですわ。

長：困ったな。

平：ほんまに困りましたな。

長：おまえの顔載せるか？

乎：そんなんしたら，事務局に‘‘ふぁんれたノ’の山がきて上田先生に迷惑かけますがな。
一白けた雰囲気が漂う一

長：あほ云うとらんと，なにか写真探せ。

平：ビンボケの写真しか持ってまへんで。

長：何でもええから出せ。

平：へえ。

というやりとりがございまして，表紙写真は1986年10月に滋賀県高島郡で撮影されたチャヒメオニタケです。

（撮影および文　田中千尋）

追伸：編集委員会では表紙写真を募集しております。
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事務局より

「他の会」の会報より（1ト…………事務局

本会は，国内の他のきのこの会と会報の交換をして

います。最近送ってくださった会報の中にある，本会

ではあまり取り上げられたことがない呈色試薬の記事

を簡単に紹介しようと思います。

それは，信州きのこの会会報「紅天狗」第2号に石

藤健一氏がお書きになった《新たに試みた「きのこ同

定試薬」考察》です。

まずパラシメチルアミノベンツアルデヒドの4％1

N　塩酸溶液での塁色反応のこころみが紹介されてい

ます。この溶液は「エールリッヒ試薬」と呼ほれ，ク

ロマトグラフ用の発色剤ですが，ひだや柄の表面に滴

下することにより，きのこによって濃紫色～紫色～青

色～淡青色，淡桃色～赤色，赤色～茶色などに変色す

るか，または無反応なのだそうです。べ二タケ頬の区

別に役立つか，と期待されています。

つきに「ベネディクト試薬」が紹介されています。

これはきのこに滴下するのではなく，この液で胞子を

煮るのです。すると胞子の表面に銅の微粒子ができる

ことがあり，それを顕微鏡で観察します。これは還元

性の糖類の検出に使う試薬で，石藤氏は腹菌類の担子

胞子で試されています。

星色反応の原理と利用上の留意点も簡潔にまとめら

れており，呈色反応は傘の表面，柄の表面，肉，ひだ

表面などの各部分で行う必要があると述べられていま

す。

また，その他の試薬として次の様なものと，その原

理が簡単に述べられています。

硝酸銀，塩化第二鉄，硫酸第一鉄，グアヤク，アニリ

ン，α－ナフトール，沃素液，レゾルシン，フェノー

ルアニリン，濃硫酸，スルフォフォルモール。

試薬の選択と利用という項目では，同じ意味を持つ

試薬を重複して使わずに，性質の異なるものを組合わ

せて使うべきだと指摘されています。

以上

＊＊蛇　足＊＊

試薬による呈色反応は，ヨーロッパではきのこの種

の同定の手がかりによく利用されていると聞きます

が，日本ではそれほどではありません。高価な薬品は

あまり使いませんので，もっと利用したらどうでしょ

うか。ちなみに，パラジメチルアミノベンツアルデヒ

ドは25gが900円でした。これだけあれは，ビールぴ

ん1本ほどのエールリッヒ試薬ができます。ただし，

多くの試薬は一度にたくさん作っておくことができ

ず，少量を度々作らなくてほなりません。古い試薬は

さっさと捨てて面倒がらずに作り直すことです。そし

てなるべく決まった条件（きのこの成熟度，鮮度など）

と部位（傘，ひだ，柄，肉など）で使う必要がありま

す。

しかし，残念なことに日本産のどのきのこが，どの

試薬によって，どのような色になるのかを網羅した本

はありません。こういうことを日本全国のきのこの会

のメンバーが協力してやり遂げることは，大変価値の

あることではないでしェうか。

談話会の皆様，頑張りましょう！

編集後記

今年のみなさんのきのこのとれく・、あいはいかがでしたか。冷夏長雨の影響で米作りの万は大打撃を受けたの

ですが，きのこも冷害たったのでしょうか。みなさんの例年との比較した感想やデータがいただきたいと思い

ます。編集委員のメンバーの感想では，8月までは好調だったのに，それ以後はあまりきのこにおめにかからな

かったという意見が多かったようです。

また，不幸にも名古屋などできのこによる死亡事故がありました。来年こそはそんなことがないように願い

たいものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員長
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